えびす塾　３年生

＜１年間の目標＞

話す聞く：
相手に分かりやすく伝えられるようにする。話を聞いて質問できる。



書く：日記のような出来事の描写だけでなく、感想文、説明文も書けるようにする。



読む：漢字が読め、適切なスピードで読むことができる。物語は声に抑揚をつけて読むことができる。



＜基本的な授業の進め方＞




１　一分間スピーチ（それぞれ約一分間で話してもらい、聞き手はその後２つ質問をする。）

２　漢字テスト（同じもの「読み」「書き」をそれぞれ１回ずつ）


３　教科書

<基本方針＞

学習指導要領の目標を頭に置いて、個人的なことからより客観的なことを読解したり表現できるようにと指導してきました。教科書の内容は基本的にすべてカバーしています。各単元の本文後に、「詳しく読みましょう」「人物に着目して読みましょう」「感想文を書きましょう」などの課題が提示されているので、それはほぼ全部取り組みました。教科書の上はすべて終わりましたが、下はおそらく「かるた」またはp.87「漢字の広場」までで３月が終わってしまうと思います。

＜宿題＞

日記、漢字の練習、教科書の音読、教科書の課題（作文）など。

かなり日本語を書く機会を与えましたが、二人ともよくやってくれました。

<漢字＞

教科書の単元ごとに、書き順も含めて練習しました。漢字テストはその漢字をできるだけ自然な文脈で使ったものを考えて毎回作りました。漢字を習う→翌週読みのテスト→その翌週書きのテスト

<問題点、改善点＞

児童に合せて、教科書の内容をどこまで深めるか、漢字はどこまで「書き」を要求するかが難しいところです。国語辞典の使用をしてみたかったのですが、できませんでした。

